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The purpose of this study is to examine:1)which religiosities are affected by
 
occupational status;and whether the effects of occupational status on religiosity are
 
stronger than those of ethnicity in contemporary Taiwan.The data come from
 
2009 Taiwan Social Change Survey and multiple regression analyses are used.I
 
find that:1)indigenous belief such as belief in ancestral worship and belief in karma
 
are relatively strongly affected by respondent’s occupational status;2)female with
 
higher occupational status tend not to be concerned with indigenous belief or tend to
 
support the principle of separation of government and religion;3)as for male,the
 
relationship between occupational status and religiosity are not clear;4)male with
 
lower occupational statuses tend to be more familiar with indigenous belief;and 5)
the effects of ethnicity on religiosity are lower than those of occupational status.
The findings from this study imply that ethnicity is not necessarily an important
 
determinant of religiosity in contemporary Taiwan.We need to further examine
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神鬼・霊魂観念(最高神) 宇宙には唯一の最高神が存在する 2.644 .876 2.925 .747 1 4
神鬼・霊魂観念(霊魂) 死後も人の魂は存在する 2.932 .822 3.119 .719 1 4
神鬼・霊魂観念(亡者) 祀られない魂はこの世をさまよう 2.665 .837 2.906 .747 1 4
神鬼・霊魂観念(憑依) 憑依現象は存在する 2.595 .860 2.767 .746 1 4
縁起観念(出会い) 誰と出会い、誰と一緒になるかは前世で決められている 2.751 .880 3.019 .782 1 4
縁起観念(結婚相手) 悪い相手と結婚するのは前世の報いである 2.396 .902 2.701 .920 1 4
縁起観念(労働) 子供のためにあくせく働くのは前世の報いである 2.404 .916 2.635 .900 1 4
気功観念(病気) 気功で病気を治せる 2.478 .822 2.637 .778 1 4
気功観念(鍛錬) 人の気は鍛錬で強くできる 2.801 .812 2.876 .783 1 4
気功観念(息災) 気がとても強ければ、何物もその人を害することはできない 2.461 .870 2.528 .828 1 4
気功観念(陰陽) 陰陽の調和を保つことで、心身健康になる 2.969 .805 2.987 .800 1 4
気功観念(磁場) 病気の原因は小磁場(人)と大磁場(宇宙)の不調和にある 2.477 .836 2.531 .858 1 4
超心理学 霊魂の存在は科学で証明できる 2.281 .809 2.469 .783 1 4
神必要 一生懸命働けば、神に頼る必要はない 3.409 .719 3.245 .784 1 4
祖先崇拝観念 死後は子孫に祀られるのがよい 2.907 .846 2.827 .874 1 4
因果観念(子孫) 善行と悪行は子孫の幸福に影響する 3.272 .748 3.410 .709 1 4
因果観念(本人) 善行と悪行はその人のその後の人生に影響する 3.044 .865 3.269 .816 1 4
※死後の世界を信じる 死後の世界の存在を信じる 2.575 .812 2.800 .740 1 4
※天国を信じる 天国の存在を信じる 2.586 .783 2.837 .688 1 4
※地獄を信じる 地獄の存在を信じる 2.604 .768 2.874 .679 1 4
※宗教的奇跡を信じる 宗教的奇跡の存在を信じる 2.623 .755 2.827 .682 1 4
※輪廻転生を信じる 輪廻転生(生まれ変わり)の存在を信じる 2.618 .772 2.855 .718 1 4
※涅槃を信じる 涅槃(悟りの境地)の存在を信じる 2.446 .772 2.627 .731 1 4
※祖先の霊的力を信じる 祖先の霊的な力の存在を信じる 2.602 .775 2.762 .657 1 4
※至高神の遍在 すべての人に上帝(至高神)は存在している 3.338 1.085 3.600 .966 1 5
※至高神の意義 上帝(至高神)が存在するからこそ、私の人生には意味がある 2.632 1.067 2.899 .998 1 5
※スピリチュアリティ(宗教不要) 教会や宗教儀式に頼らなくても、上帝(至高神)とつながる私なりの方法がある 2.904 1.094 2.908 1.059 1 5
宗教施設参加頻度 寺院・廟・神壇・教会に行く頻度 4.278 1.735 4.419 1.630 1 9
※祈り頻度 祈りの頻度 4.440 3.150 5.307 3.162 1 11
※宗教活動参加頻度 宗教団体の活動に参加する頻度(法会や礼拝を除く) 2.142 1.512 2.289 1.680 1 9
※宗教目的参加頻度 宗教目的で寺院・廟・神壇・教会の儀式に参加した頻度(法会や礼拝を除く) 3.634 .868 2.621 1.433 1 5
※信仰度 自分は信仰熱心である 4.836 1.100 5.062 .994 1 7
※宗教の効用(安らぎ) 宗教は心の安らぎや幸福感が得るのに役立つ 4.111 .740 4.270 .691 1 5
※宗教の効用(友人) 宗教は友人をつくるのに役立つ 3.849 .837 3.935 .829 1 5
※宗教の効用(癒し) 宗教は困難や悲しみを癒すのに役立つ 4.012 .783 4.220 .690 1 5
※宗教の効用(良識人) 宗教は良識を持った人と知り合うのに役立つ 3.687 .903 3.758 .903 1 5
※政教分離(選挙) 宗教の指導者は、選挙の投票に影響を与えようとすべきではない 4.493 .753 4.438 .769 1 5
※政教分離(政府) 宗教の指導者は、政府の決定に影響を与えようとすべきではない 4.425 .808 4.388 .811 1 5
※宗教と科学 私たちは科学を信用しすぎていて、宗教への信仰が不足している 2.988 .979 2.996 .950 1 5
※宗教と争い 世界中を見まわしてみると、宗教は平和よりも争いをもたらすことの方が多い 3.116 1.024 2.987 .999 1 5
※宗教と不寛容 信仰心の強い人々は、そうでない人達に対して不寛容になりがちである 3.077 1.045 2.945 1.068 1 5
※宗教団体の影響力 宗教団体の台湾における影響力は強すぎる 3.634 .868 3.438 .845 1 5
※宗教団体への等しい権利 台湾の宗教団体はすべて同等の権利を持つべきだ 4.044 .825 3.918 .832 1 5
※宗教団体への等しい敬意 私たちはあらゆる宗教に敬意を払わなくてはならない 4.269 .670 4.272 .634 1 5
※宗教的寛容(結婚) 宗教や宗教に対する考え方が異なる人が自分の親戚と結婚することを受け入れる 3.547 .743 3.497 .744 1 4
※宗教的寛容(投票) 宗教や宗教に対する考え方が異なる人が自分の支持する政党の候補者になることを受け入れる 3.466 .776 3.474 .709 1 4
※宗教的寛容(集会) 極端に排他的信仰を持つ人が自分たちの考えを表明するために集会を開くことは許される 2.288 1.105 2.286 1.029 1 4
※宗教的寛容(出版) 極端に排他的信仰を持つ人が自分たちの考えを本にして出版することは許される 2.683 1.046 2.646 .965 1 4
スピリチュアリティ(霊的成長) 成長には霊的成長も含まれていなければならない 3.076 .571 3.196 .555 1 4
スピリチュアリティ(神仏に近づく)宗教団体に参加しなくとも、自分の霊的な修練を通じて仏や神に近づくことができる 2.852 .662 2.852 .646 1 4
スピリチュアリティ(神通力) 潜在的な力を高めることで、神通力を身に着けられる 2.238 .717 2.209 .654 1 4
宗教団体への寄付額 宗教団体に寄付をした金額(過去１年) 4012.50013712.2402660.6137391.165 0120000
※宗教団体への信頼 宗教団体・教会を信頼している 3.007 .770 3.137 .624 1 5
因果慈善(天国／地獄) 良い行いをすれば天国に行き、悪い行いをすれば地獄に行く 2.769 .882 3.056 .776 1 4











































男性有職者 平均値／％ 標準偏差 最小値 最大値
実年齢 43.267 12.952 20 87
族群（本省人＝1） 88.7％ 0 1
教育年数 12.607 3.756 0 21
職業（社会経済指標） 57.247 16.827 28.5 98.7
世帯月収 73817.200 68055.440 10000 750000
女性有職者 平均値／％ 標準偏差 最小値 最大値
実年齢 40.128 11.533 20 74
族群（本省人＝1） 84.6％ .362 0 1
教育年数 12.573 3.862 0 21
職業（社会経済指標） 57.513 15.958 28.5 98.7
世帯月収 76002.200 72117.440 0 1000000
表３ 職業の分布
男性 女性
度数 ％ 度数 ％
第五等（専門職、管理職、公務員） 88 9.0 67 7.1
第四等（準専門職） 102 10.4 95 10.1
第三等（事務員） 39 4.0 117 12.4
第二等（組立機械操作従事者、熟練労働者、サービス業者、集金業者） 279 28.4 142 15.0
第一等（農林水産業者、非熟練労働者） 92 9.4 64 6.8
無業 382 38.9 460 48.7



























































































































変数名 職業 族群 職業 族群
r β r β R워 r β r β R워
神鬼・霊魂観念(亡者) －.183 －.175 .101 .087 .045
縁起観念(出会い) －.120 －.117 .022
縁起観念(結婚相手) －.258 －.189 .156 .141 .116 －.202 .089
縁起観念(労働) －.247 －.113 .115 －.230 －.132 .081
気功観念(鍛錬) .136 .136 .068
気功観念(息災) －.109 －.120 .043 .066
超心理学 .025 .184 .141 .046
祖先崇拝観念 －.249 －.177 .142 .122 .096 －.250 －.174 .085
因果観念(子孫) －.115 .032 －.141 .135 .132 .057
因果観念(本人) －.167 －.146 .143 .139 .062 －.135 .042
※ 輪廻転生を信じる －.174 .176 .157 .066
※ 涅槃を信じる －.100 .176 .159 .045
※ スピリチュアリティ(宗教不要) .102 .114 .219 .131 .062
宗教参加頻度 .115 .100 .049 .040
※ 祈り頻度 －.131 －.126 .044
※ 宗教目的参加頻度 .103 －.108 －.096 .026 .021
※ 宗教の効用(癒し) .197 .134 .059 .136 .042
※ 宗教の効用(良識人) .029 －.117 －.112 .031
※ 政教分離(選挙) .183 .141 .054
スピリチュアリティ(霊的成長) .030 .249 .234 .073
スピリチュアリティ(神仏に近づく) .094 .025 .107 .028





























































実年齢 －.069 .071 .121＊＊ .037 －.078 .120＊ .149＊＊
族群(本省人＝1) .087＊ .057 .141＊＊ .053 .122＊＊ .139＊＊ .041
教育年数 －.025 .003 －.097 －.259＊＊＊ －.182＊＊ －.013 .095
職業 －.175＊＊ －.117＊ －.189＊＊＊ －.113＊ －.177＊＊ －.146＊＊ .134＊＊
世帯月収 .015 .013 .023 .068 .085 .013 .053
R워 .045＊＊＊ .022＊ .116＊＊＊ .115＊＊＊ .096＊＊＊ .062＊＊＊ .059＊＊＊














実年齢 .225＊＊＊ －.034 .028 .077 －.085 －.010 .118＊
族群(本省人＝1) －.015 .036 .054 .054 .056 .022 .022
教育年数 .042 .082 .122 －.134 －.176＊ .141＊ .061
職業 .136＊ .141＊ .141＊ －.132＊ －.174＊＊ .131＊ .234＊＊＊
世帯月収 .071 －.066 －.122＊ .025 .082 －.009 .003
R워 .068＊＊＊ .046＊＊ .054＊＊＊ .081＊＊＊ .085＊＊＊ .062＊＊＊ .073＊＊＊












































East Asian Social Survey(EASS)is based on
 
Chinese General Social Survey (CGSS),
Japanese General Social Surveys(JGSS),Kor-
ean General Social Survey(KGSS),and Taiwan
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実証分析はあまり行われていない（郭 2013；
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